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令
和
元
年
東
日
本
台
風
は
、
仙
南
圏

域
に
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
、
浸
水

害
を
も
た
ら
し
た
未
曾
有
の
災
害
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
規
模
災
害
を
受
け
、
総
務
省

消
防
庁
か
ら
当
組
合
に
高
機
能
救
命

ボ
ー
ト
が
無
償
貸
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
高
機
能
救
命
ボ
ー
ト
は
二
十
人

ま
で
乗
船
す
る
こ
と
が
で
き
、
一
度
に

多
く
の
逃
げ
遅
れ
た
人
を
救
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

特
徴
は
、
船
底
を
特
殊
強
化
ゴ
ム
で

補
強
し
て
い
る
た
め
、
が
れ
き
等
が
あ

る
浸
水
し
た
地
域
で
活
動
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。
ま
た
、
船
首
に
開
閉
式
の

ス
ロ
ー
プ
が
取
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、

車
椅
子
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
も
安
全
に
乗

船
で
き
ま
す
。

　

当
消
防
本
部
で
は
、
ボ
ー
ト
の
組
み

立
て
方
や
装
備
の
確
認
な
ど
の
訓
練
を

重
ね
、
仙
南
圏
域
内
外
の
大
規
模
な
風

水
害
に
備
え
、
万
全
の
態
勢
で
対
応
で

き
る
よ
う
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

当
消
防
本
部
で
は
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
未
設
置
世
帯
等
に
対

し
て
、
効
果
的
な
普
及
啓
発
を
行

う
と
と
も
に
、
す
で
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
し
て
い
る
世
帯

に
は
、
定
期
的
な
作
動
確
認
、
経

年
劣
化
や
電
池
切
れ
が
あ
れ
ば
本

体
の
交
換
を
推
進
す
る
な
ど
、
適

切
な
維
持
管
理
等
に
つ
い
て
広
報

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
状
況
を
把
握
す
る

た
め
、
次
の
と
お
り
調
査
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
職
員
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
や
消

火
器
を
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　緊急消防援助隊の装備
で、長さ約７m、横幅３
m、最大積載量 2,000kg、
定員 20名のボートです。
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ボ
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令
和
３
年
１
月
25
日
（
月
）
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
月
14
日
（
金
）

●  

調
査
期
間

　

消
防
職
員
に
よ
る
訪
問
調
査
等

●  

調
査
方
法

　

仙
南
２
市
７
町
（
一
戸
建
て
、
長
屋
、
共

同
住
宅
）
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
330
世
帯

●  

調
査
対
象

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
「
設
置
の
有
無
」、

「
点
検
の
実
施
状
況
、
結
果
」
等
に
つ
い
て
玄

関
先
等
で
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
す
。

●  

調
査
内
容　住宅用火災警報器は、台所だけに設

置すれば良いと思っていませんか？

※１ 普段、就寝しているすべての寝室
※２ 二階に寝室がある場合に限る

① 寝室 ※1　② 台所　③ 階段 ※2

設置しなければならない場所は

住宅用火災警報器は、おおむね
10年を目安に本体を交換しましょう

▲高機能救命ボート▲高機能救命ボート

▲車椅子でも乗船できます▲車椅子でも乗船できます 阿武隈川（丸森町）での水難訓練の様子阿武隈川（丸森町）での水難訓練の様子

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
　
　
　
　

設
置
状
況
調
査
に
つい
て

住宅用火災警報器の
設置について


